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り
防
止
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。

噛
人
前
で
財
布
を
見
せ
る
こ
と
は
避

け
る
。

 　自
動
車
・
自
転
車
盗
難
被
害
を

防
止
！

　
千
葉
県
は
自
動
車
盗
難
件
数
が
全

国
ワ
ー
ス
ト
1
、
市
内
で
も
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
盗
難
の
2
割
が
鍵
を
付
け

た
ま
ま
の
被
害
で
あ
り
、
約
5
割
が

駐
車
場
で
発
生
し
て
い
ま
す
（
千
葉

県
警
察
調
べ
）。

噛
自
動
車
を
駐
車
す
る
場
合
は
、
短

時
間
で
も
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜

い
て
、
ド
ア
を
施
錠
す
る
。

噛
盗
難
防
止
装
置
を
装
着
す
る
な
ど
、

被
害
防
止
に
努
め
る
。

噛
自
転
車
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

　
犯
罪
が
起
こ
り
や
す
い
こ
の
時
期
、

印
西
警
察
署
と
関
係
団
体
で
は
、　12

月
　
日
峨
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

10
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
年
末
年
始
特
別
警

戒
出
動
式
を
実
施
。「
印
西
市
防
犯

組
合
」
も
参
加
し
て
防
犯
意
識
の
向

上
と
被
害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取

り
締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
も
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
し
、
楽
し
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
っ
た
く
り
被
害
を
防
止
！

　
い
つ
も
よ
り
多
く
の
現
金
を
持
ち

歩
く
機
会
が
多
い
年
末
年
始
。
ひ
っ

た
く
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

噛
後
方
か
ら
、
バ
イ
ク
の
音
が
聞
こ

え
て
来
た
ら
、
振
り
返
り
警
戒
す
る
。

噛
バ
ッ
グ
は
、
た
す
き
が
け
に
す
る
。

噛
手
荷
物
は
、
車
道
と
反
対
側
の
手

に
持
つ
。

噛
自
転
車
の
か
ご
に
は
、
ひ
っ
た
く

バ
ッ
グ
や
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
の
４
つ
の
心
得

臼
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

は
詐
欺

　
息
子
な
ど
の
ふ
り
を
す
る
犯
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
ウ
ソ
の
電
話
番
号
を
伝

え
、
本
当
の
息
子
な
ど
と
連
絡
を
取

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

渦
「
電
車
に
鞄
を
忘
れ
た
」

「
す
ぐ
に
お
金
が
必
要
」
は
詐
欺

　「
す
ぐ
に
」「
い
つ
ま
で
に
」な
ど

と
言
わ
れ
る
と
人
は
慌
て
る
も
の
で

す
。そ
れ
が
犯
人
の
手
口
で
す
。

嘘
「
カ
ー
ド
を
預
か
る
」「
暗
証

番
号
を
教
え
て
」
は
詐
欺

　
犯
人
は
警
察
官
や
銀
行
関
係
者
を

名
乗
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

　
警
察
官
や
銀
行
関
係
者
が
暗
証
番

号
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

唄
「
知
り
合
い
が
取
り
に
行
く
」

「
振
り
込
ん
で
」
は
詐
欺

　
息
子
で
な
い
こ
と
が
ば
れ
な
い
よ

う
に
、他
人
を
利
用
し
て
顔
を
見
せ

ま
せ
ん
。

　
手
口
が
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、

誰
で
も
だ
ま
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
わ
た
し
は
絶
対
大
丈
夫
！
」

と
油
断
せ
ず
、
お
金
の
話
が
で
た
ら

家
族
に
確
認
す
る
か
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
3
）。

二
つ
以
上
の
鍵
を
か
け
、
人
目
に
つ

き
や
す
い
場
所
に
停
め
る
。

※
市
内
で
の
自
転
車
の
盗
難
は
、
大

型
店
舗
や
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
輪
場
で
多

発
し
て
い
ま
す
。

空
き
巣
被
害
を
防
止
！

　
泥
棒
の
約
7
割
が
窓
か
ら
侵
入
し
、

約
3
割
が
無
施
錠
箇
所
か
ら
侵
入
し

て
い
ま
す
（
千
葉
県
警
察
調
べ
）。

噛
窓
に
は
補
助
錠
を
使
用
す
る
な
ど
、

2
つ
以
上
の
鍵
を
設
置
す
る
。

噛
短
時
間
の
外
出
で
も
こ
ま
め
に
施

錠
す
る
。
2
階
以
上
の
高
層
階
で
も

必
ず
施
錠
す
る
。

車
上
ね
ら
い
を
防
止
！

噛
自
動
車
を
駐
車
す
る
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
明
る
い
場
所
に
駐
車
す
る
。

噛
自
動
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
窓

を
完
全
に
閉
め
、
必
ず
ド
ア
を
施
錠

す
る
。
ま
た
、
短
時
間
で
も
車
内
に
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１２月１５日号

　
児
童
専
門
部
会
で
は
、
そ
の
ほ
か

に
地
域
の
児
童
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　天ぷらなどの揚げ物に利用さ
れた後、排出される廃食油。
　各家庭から出る廃食油の量は
少なく、家庭によっては紙に染
み込ませたり、凝固剤を用いて、
「燃やすごみ」として出されてい
るのではないでしょうか。
　しかし、廃食油は、インクの原
料などにリサイクルすることが
できます。
　市では、次の公共施設におい
て、各家庭からの廃食油の受け
入れを行っていますので、みな
さんのご協力をお願いします。
　昨年度においての回収量は、
市全体で5,100茜。これらは専
門業者に買い取っていただき、
市の収入となっています。

【出し方】
　揚げカスなどを取り除き、
ペットボトル（よくすすいで乾
かした）に入れ、キャップをしっ
かり閉めて持参してください。
　ただし、古くなって使えない
未使用の油は、容器を開封せず
に、そのままで結構です。
【回収場所】
葛市役所クリーン推進課葛船穂
コミュニティセンター葛中央公
民館葛永治プラザ葛小林コミュ
ニティプラザ葛ふれあい文化館
葛中央駅前地域交流館葛保健福
祉センター葛印旛支所葛本埜支
所葛印旛公民館葛滝野出張所葛
平賀出張所葛木刈フレンドリー
プラザ葛本埜公民館
※各施設とも休館日に注意。
■問 クリーン推進課クリーン推進
班（緯内線383）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑨

　廃食油のリサイクル
　
去
る
　
月
2
日
「
い
ん
ざ
い
産
業

11

ま
つ
り
」（
B
I
G
H
O
P
）
の
会

場
で
、
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
の
児
童
担
当
の
児
童

専
門
部
会
が
、
千
葉
県
児
童
家
庭
課

と
共
催
し
、　
月
の
「
児
童
虐
待
防

11

止
推
進
月
間
」
に
合
わ
せ
、
啓
発
物

品
を
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
印
旛
明
誠
高
校
）
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
実
施
中

▲川村 一幸氏

　
こ
の
間
、
印
西
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
同
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
、
同
市
議
会
都
市
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
、
同
市
議
会
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等

対
策
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
印
西
地
区
環
境
整

備
事
業
組
合
議
員
、
印
旛
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
議
員
な
ど
も
務
め
ら

れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
川
村
氏
（
　
歳
 ）
は
、
平
成
7

73

年
4
月
か
ら
4
期
　
年
の
永
き
に

16

わ
た
り
、
印
西
市
議
会
議
員
と
し

て
同
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

 川
村
一
幸
氏
（
小
林
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章▲会場で啓発物資を手渡す民生委

員・児童委員、主任児童委員

児
童
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た

月

日

 　
月
　
日
峨峨
～
平
成

年
1
月
3

～
平
成
　
年
1
月
3
日日
画画

1212

1010

2626

■各施設を会場とする各種相談もお休みです。
■詳細は各施設までお問い合わせください。

休み（定休日を含む）施　設

12/28臥～1/４臥
※各コミュニティセン
ターは12/26牙に臨時
開館します

葛各図書館葛総合福祉センター葛各公民館葛ふれ
あい文化館葛中央駅前地域交流館葛印旛歴史民俗
資料館葛そうふけふれあいの里葛各児童館葛滝野
シルバールーム葛滝野子育て支援センター葛文化
ホール葛松山下公園総合体育館葛市民活動支援セ
ンター葛草深の森葛各コミュニティセンター葛本
埜スポーツプラザ葛泉パークゴルフ場

12/28臥～1/5蚊
葛市役所葛印旛支所・本埜支所葛各出張所葛市
民安全センター葛教育センター葛高花老人福
祉センター葛各保健センター葛子ども発達セ
ンター葛印旛医科器械歴史資料館

12/28臥～1/6俄ファミリーサポートセンター

12月上旬～2/28画
（芝生養生のため）

葛陸上競技場フィールド（松山下公園）
葛野球場（松山下公園・高花公園・東京電機大学、
平岡グラウンド・印旛高校跡地・印旛中央公園・
印旛西部公園・本埜スポーツプラザ）

12/29蚊～1/3画葛西の原保育園こあら、小林子育て支援センター
葛テニスコート（松山下公園・高花公園・牧の原公園）

12/30俄～1/8我温水センター
12/28臥～1/3画健康づくりセンター

公共施設 年末・年始のお休み

胸市民課窓口業務の土・日曜日開庁日程胸
時間開庁日施　設

8：30～17：1512/28臥市役所
8：30～12：0012/28臥、1/4臥印旛支所
8：30～17：151/４臥中央駅前出張所
8：30～17：1512/28臥、1/4臥、1/5蚊滝野出張所

有
料
自
転
車
駐
車
場
窓
口
の

　
　
　
　
　
年
末
年
始
の
お
休
み

　
　
月
　
日
蚊
～
平
成
　
年
1
月
3
日

12

29

26

画
の
期
間
、
受
付
窓
口
は
、
お
休
み
で

す
。
ま
た
、
施
設
の
故
障
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
　
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
（
■携 
0

（一社）
8
0
―
5
9
6
2
―
8
3
2
3
）。

▲少しの工夫
で犯罪防止に

▲こまめな施錠を
心がけましょう碓伺 一部取り扱えない業務（転出・転入など）もあります。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

時
～
2
時
。

噛
出
演
…
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ（
フ

ル
ー
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）。

怯
緑
の
教
室

【
バ
ラ
の
年
間
管
理
と
冬
期
 剪
定
 】

せ
ん
て
い

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　

26

19

10

時
～
正
午
。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
を
含
む
）。

■対 
　
歳
以
上
。

16
【
家
庭
菜
園
の
農
薬
と
肥
料
の
使

い
方
】

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1

26

26

時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■対 
　
歳
以
上
。

16
■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
開
催
日
の
1
カ
月
前
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
ま
た
は
左
記
で
受
け
付
け

（
先
着
順
）。

■問 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理
事
務

所
（
緯
碓47 
4
0
3
0
）。

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
を
介
護
さ

れ
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
家
族
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
中
で
誰
か
に
聞

い
て
み
た
い
こ
と
、
聞
い
て
も
ら
い

た
い
こ
と
な
ど
、
認
知
症
の
人
を
介

護
し
て
い
る
人
同
士
で
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
交
流
会
に
は
、「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
 千
葉
県
支

部
」
の
人
も
参
加
す
る
の
で
、
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
峨
・
午
前
　

26

28

10

時
～
正
午
（
受
け
付
け
午
前
9
時
　30

分
～
）。

■場 
市
役
所
付
属
棟
　
会
議
室
。

23

■内 
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て

い
る
家
族
。

■定 
　
人
。

15

■費 
無
料
。

■申 
平
成
　
年
1
月
　
日
画
ま
で
に
左

26

10

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
印
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保
険

事
業
に
関
す
る
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
市
で
は
印
西
市
高
齢
者
福
祉
計
画

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

（
平
成
　
～
　
年
度
）
に
係
る
ニ
ー
ズ

27

29

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、　
月
　
日
牙
ま
で
に
同

12

26

封
し
た
返
信
用
封
筒
で
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
緯
内

線
2
7
7
）。

自
衛
官

【
陸
上
自
衛
隊
「
高
等
工
科
学
校
」】

　
3
学
年
修
了
と
同
時
に
高
校
卒
業

資
格
と
自
衛
官
の
身
分
が
得
ら
れ
ま

す
。
併
願
受
験
も
可
。

■時 
一
次
試
験
…
平
成
　
年
1
月
　
日

26

18

臥
。

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
　
年
4

26

月
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

15

17

の
男
子
。

胸
申
込
期
限
…
平
成
　
年
1
月
　
日

26

10

画
（
必
着
）。

【
自
衛
官
候
補
生
】

■時 
試
験
日
な
ど
に
つ
い
て
は
左
記
へ
。

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月

の
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

18

27

の
人
。

※
願
書
、
受
験
料
は
無
料
。

■問 
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募

集
案
内
所
・
石
津
（
緯
0
4
―
7
1

6
3
―
6
8
8
4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ch
ib

a/

）。

瀬
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

噛
講
師
…
サ
ウ
ル
・
ボ
ニ
ー
ラ
氏

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

北
総
花
の
丘
公
園

怯
花
の
丘
コ
ン
サ
ー
ト

【
早
春
コ
ン
サ
ー
ト
】

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1

26

12

■費 
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）。

■申 
　
月
　
日
我
（
消
印
有
効
）
ま
で

12

25

に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
左
記
ま
で
（
定
員
を
越
え
た

場
合
は
抽
選
）。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
大
森
3
9
3
4
―
1
・
緯
碓42 
2

9
1
1
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、

日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
我
・
午
後
2

26

15

時
～
3
時
　
分
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

　
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
て
の
現
代

狂
言
第
8
弾
。
印
西
市
で
は
3
回
目

の
公
演
と
な
り
ま
す
。

　
出
演
者
は
南
原
清
隆
、
野
村
万
蔵
、

佐
藤
弘
道
、
遠
野
な
ぎ
こ
、
川
村
ゆ

き
え
 ほ
か
。

■時 
平
成
　
年
2
月
2
日
蚊
・
午
後
3

26

時
開
演
（
開
場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

平成２５年（２０１３）１２月１５日号（２）

　毎年恒例の「七福神めぐり」です。印西には二カ所に弁天様がおい
でですので八福神となります。
　特別企画として、Bコースの泉倉寺では、ご住職の一島  正真      氏の

いちしましょうしん

法話を予定してますので、みなさんのご参加をお待ちしております。
【Aコース】
■時 平成26年1月12日蚊・午前9時30分～（受け付け9時～）。
■場 中央公民館（大森）。
■内 上町観音堂、三宝院、地蔵寺（宝泉院）、長楽寺、厳島神社、中央公民
館（約8娃コース）。
※昼食時「お汁粉」サービス。
【Bコース】
■時 平成26年1月19日蚊・午前9時30分～（受け付け9時～）。
■場 千葉ニュータウン中央駅。
■内 観音寺、最勝院、宝珠院観音堂、泉倉寺、千葉ニュータウン中央駅
（約12娃コース）。
※昼食時「ばらっぱ饅頭」サービス。
【共通】
■定 各コース50人。
■費 各コース一人300円（保険代など）。
■他 飲み物、昼食、敷物などを持参し、歩きやすい服装と靴でご参加く
ださい。
■申 平成26年1月4日臥までに、氏名、住所、年齢、電話番号を明記し、
FAXまたはメールで下記 まで（先着順）。
■問 宿城（緯／胃碓42 4442・■メール inzaifurusato@yahoo.co.jp）。
※電話・FAXは午後7時～9時まで。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
　

  ～
パ
ソ
コ
ン
操
作

               ち
ょ
っ
と
中
級
編
～

　
ワ
ー
ド
の
応
用
し
た
使
い
方
と
エ

ク
セ
ル
の
初
歩
を
中
心
に
学
ぶ
講
座

で
す
。

　
今
年
度
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
ち
ょ
っ

と
中
級
編
」
に
初
め
て
申
し
込
み
さ

れ
る
人
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
～
　
日

26

25

26

蚊
・
午
前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
　

30

30

分
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

15

2/2
（日）

現
代
狂
言
駅
　

   狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら
？

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
等
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
お

よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p

lu
s.
jp
/

）
で
発
売
中
。

※
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
、
電
話
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

１/１8
（土）

米
村
で
ん
じ
ろ
う

　
　
　
　
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

目
】
午
後
1
時
開
演
（
開
場
　
時
　

12

30

分
）、【
2
回
目
】
午
後
3
時
　
分
開

30

演
（
開
場
3
時
）。

■費 
大
人
2
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

※
当
日
券
は
5
0
0
円
プ
ラ
ス
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害

者
手
帳
等
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
は
、
一
人
ま

で
ひ
ざ
上
無
料
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
で
発

売
中
。

※
電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
一
受
け
た
い
授
業
で
お
な
じ

み
『
で
ん
じ
ろ
う
先
生
』
を
迎
え
て

の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
　
科
学
の
フ
シ
ギ
を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・【
1
回

26

18

ふるさと案内人協ふるさと案内人協会会

「いんざい七福神めぐり「いんざい七福神めぐり」」 講
座
・
催
し

募
集

福
祉



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

　印旛支所および印旛地域包括支援センターは、平成26年1月4日
臥から隣接する「ふれあいセンターいんば」1階に移転します。
　なお、1月4日臥は土曜開庁のみ行い、通常業務は1月6日俄か
らとなり、電話番号の変更はありません。
※詳しくは下記まで。
■問 印旛支所総務課総務班（緯碓98 1111）。

印印旛旛支支所所・・印印旛旛地地域域包包括括支支援援セセンンタターーがが移移転転ししまますす

印
西
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

■時 
期
間
…
　
月
　
俄
～
平
成
　
年
1

12

16

26

月
6
日
俄
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後

30

5
時
　
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

15

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
ら
ー
ば
ん
ね
っ
と
」
で

「
ご
み
減
量
化
等
説
明
会
」
を
放
送

　
市
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど

か
ら
の
ご
要
望
に
応
じ
、
集
会
所
な

ど
に
市
職
員
が
伺
っ
て
、
ご
み
の
分

別
方
法
や
減
量
化
な
ど
に
つ
い
て
説

明
す
る
「
ご
み
減
量
化
等
説
明
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
の
様
子
が
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
「
ら
ー
ば
ん
ね
っ
と
」
で
　12

月
　
日
牙
～
　
日
我
に
一
日
5
回
放

19

25

送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
放
送
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で

　
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

25胸
放
送
予
定
時
間
…
▼
午
前
　
時
　

10

15

生
活
再
建
支
援
無
料
出
前
相
談
会

　「
債
務
の
返
済
や
税
金
の
滞
納
、

生
活
費
の
使
い
方
」
な
ど
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
を
。

　
県
主
催
の
面
接
相
談
と
な
り
、
無

料
で
一
組
約
二
時
間
か
け
て
丁
寧
に

対
応
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
当
日

以
降
も
継
続
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

12

17

10

5
時
（
最
終
受
け
付
け
3
時
）。

※
日
程
の
合
わ
な
い
人
に
は
別
途
個

別
に
対
応
可
。

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
階
。

噛
相
談
員
…
N
P
O
法
人
V
A
I
C

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
研
究
所
相
談
員
。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
）。

分
～
▼
午
後
3
時
　
分
～
▼
午
後
6

15

時
　
分
～
▼
午
後
8
時
　
分
～
▼
午

15

15

後
　
時
　
分
～
。

10

15

胸
チ
ャ
ン
ネ
ル
…
ら
ー
ば
ん
ね
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
ら
ー

ば
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
）。

11

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

（３）平成２５年（２０１３）１２月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

n
tp
h
il@
g
m
ail.co

m

・
■ＨＰ h

tt
p
://h
o
m
e
p
ag
e
2
.n
ifty
.co

m
/C
N
T
-o
rch
e
stra/

）。

怯
「
こ
こ
ろ
」
と
「
い
の
ち
」

と
「
お
か
ね
」
の
相
談
会

　
借
金
返
済
の
ス
ト
レ
ス
で
、
夜
も

眠
れ
な
い
。
仕
事
を
解
雇
さ
れ
、
住

宅
ロ
ー
ン
が
支
払
え
な
く
な
っ
た
な

ど
一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
　
日
臥
、
平
成
　
年
1
月
　

12

21

26

25

日
臥
、
3
月
1
日
臥
・
い
ず
れ
も
午

前
　
時
～
午
後
4
時
。

10
■場 
千
葉
市
民
会
館
（
千
葉
市
中
央
区

要
町
1
―
1
）。

■費 
無
料
。

胸
相
談
員
…
「
司
法
書
士
・
臨
床
心

理
士
」「
司
法
書
士
・
精
神
保
健
福

祉
士
」
の
各
1
ペ
ア
。

■申 
事
前
予
約
不
要
。
当
日
会
場
で
受

け
付
け
。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
（
緯
0
4
3
―

2
4
6
―
2
6
6
6
）。

怯
船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
午
前
9

26

25

時
～
。

■場 
潮
来
ホ
テ
ル
（
茨
城
県
潮
来
市
）。

胸
必
要
書
類
…
船
舶
免
許
コ
ピ
ー
一

枚
、
写
真
（
縦
4
・
5
唖
×
横
3
・

5
唖
）
二
枚
、
住
民
票
（
本
籍
地
記

載
の
も
の
）。

■費 
更
新
…
1
0
街
0
0
0
円
、
失
効

…
1
5
街
0
0
0
円
。

■申 
平
成
　
年
1
月
7
日
峨
（
消
印
有

26

効
）
ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え
て
郵

送
ま
た
は
左
記
ま
で
持
参
。

■問 
珂
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
〒
3

1
1
―
2
4
2
4
茨
城
県
潮
来
市
潮

来
5
0
4
3
・
緯
0
2
9
9
―
6
3

―
1
2
3
1
）。

怯
初
め
て
５
娃
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
走
り
の
基
本
を
学
ぶ
初
心
者
対
象

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
座
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
華
・
い
ず
れ

12

21

23

も
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
（
小

15

15

雨
決
行
）。

■場 
県
立
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
2
階
多
目
的
室
（
原
山
）。

■内 
正
し
い
走
り
方
、
実
技
、
郊
外
5

娃
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

■対 
ラ
ン
ニ
ン
グ
初
心
者
。

■定 
　
人
。

10
■費 
一
回
1
街
0
0
0
円
（
二
回
参
加

者
は
一
括
1
街
5
0
0
円
）。

※
い
ず
れ
も
内
容
は
多
少
変
更
し
ま

す
。

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
、
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
。

■問 
 富
所
 （
緯
碓37 
3
0
7
1
・
胃
碓37 
3

と
み
ど
こ
ろ

0
7
2
・
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
・
■メール su

p
p
o
rt@
sr-to

m
i.co
m

）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
団
員
募
集

■時 
土
ま
た
は
日
曜
日
の
午
後
。

■場 
主
に
北
総
線
沿
線
の
公
民
館
。

■対 
楽
器
経
験
者
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
経

験
者
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
有
す
る

人
。

■費 
月
会
費
2
街
5
0
0
円
（
演
奏
会

時
に
は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
）。

※
詳
し
く
は
、
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
。

■問 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
■メール c

よ
び
　
月
　
日
蚊
～
平
成
　
年
1
月

12

29

26

3
日
画
を
除
く
）。

■場 
都
市
計
画
課
。

■内 
用
途
地
域
・
高
度
地
区
（
牧
の
原

六
丁
目
の
一
部
）、
地
区
計
画
（
印
西

牧
の
原
東
地
区
、
原
山
一
丁
目
地
区
、

原
山
三
丁
目
地
区
、
戸
神
台
・
武
西

学
園
台
地
区
）。

【
意
見
書
の
提
出
】

　
本
案
に
つ
い
て
、
意
見
の
あ
る
人

は
縦
覧
期
間
中
に
内
容
と
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
を
左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
都
市
計
画
課
計
画
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
7
6
5
）。

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、　12

月
　
日
峨
か
ら
平
成
　
年
1
月
3
日

31

26

画
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間

は
、
ご
み
の
収
集
運
搬
が
行
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
み
集
積
所
へ
の
排
出

は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
年
末
の
最
終
収

集
日
と
年
始
の
初
回
収
集
日
は
左
表

を
参
照
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）、
印
西
地
区
環

境
整
備
事
業
組
合（
緯
碓46 
2
7
3
2
）。

粗　大　ご　み
年始（初回収集日）年末（最終収集日）地　区　名

1/7峨12/24峨浦部・小倉・和泉・白幡・浦幡新田・高西新田・浦部村新田・木刈・大塚・小倉台・
牧の木戸

1/8我１２/25我船尾・武西・戸神・戸神台・結縁寺・多々羅田・松崎・草深・泉・高花・小林・
小林北・小林浅間・小林大門下・武西学園台・中央南・中央北

1/9牙１２/26牙
内野・原山・安食ト杭・和泉屋・押付・笠神・川向・行徳・荒野・酒直ト杭・桜野・
佐野屋・下井・下曽根・将監・甚兵衛・滝・滝野・立埜原・角田・中・中田切・中根・
長門屋・萩埜・松木・みどり台・本埜小林・物木・竜腹寺

1/10画１２/27画
木下・木下南・木下東・竹袋・平岡・別所・宗甫・大森・鹿黒・亀成・発作・相嶋・浅間前・
西の原・原・東の原・牧の原・牧の台・岩戸・大廻・鎌苅・瀬戸・造谷・つくりや台・
萩原・平賀・平賀学園台・舞姫・松虫・美瀬・師戸・山田・吉高・吉田・若萩
※粗大ごみ収集事務所（緯碓80 8686）へ、早めに申し込んでください。12/31峨～1/5蚊の受付業務はお休みしま
　す。

胸年末・年始ごみ収集予定表胸
年　始（初回収集日）年　末（最終収集日）

町内会名など（地区名） 資源物燃やさないごみ
有害ごみ

燃やす
ごみ資源物燃やさないごみ

有害ごみ
燃やす
ごみ

1/10画1/14峨1/6俄１２/27画12/24峨12/30俄大森・西埜原・七畝割・六軒・中の口・発作上・
発作下・亀成

1/7峨1/8我1/6俄12/24峨12/25我12/30俄西の原・原（千葉ニュータウン）・東の原・
牧の原・牧の台

1/8我1/10画1/6俄１２/25我１２/27画12/30俄木下（上町・下町・幸町）・木下東・竹袋・
木下南

1/8我1/10画1/4臥１２/２5我１２/27画12/27画七軒屋・内川・寺台・仲の側・柏木台・
原（草深）・結縁寺・松崎・宗甫・石道台

1/6俄1/8我1/4臥12/30俄12/25我12/27画鹿黒・泉・草深上・多々羅田・船尾・戸神・戸神台・武西・
武西学園台・中央南・中央北・内野・原山・高花

1/6俄1/9牙1/4臥12/30俄１２/２6牙12/27画古新田
1/8我1/9牙1/4臥１２/25我１２/２6牙12/27画別所・鳴沢

1/9牙1/13俄1/4臥１２/26牙１２/23俄１２/28臥本郷・宮内・白幡・浦幡新田・小倉・和泉・
木刈・牧の木戸・大塚・小倉台

1/7峨1/9牙1/4臥12/24峨１２/２6牙１２/28臥平岡・馬場・小林牧場・小林台方・小林新田・
砂田・小林北・小林浅間・小林大門下

1/8我1/7峨1/6俄12/25我１２/17峨１２/30俄
岩戸・大廻・鎌苅・瀬戸・造谷・つくりや
台・萩原・平賀・平賀学園台・舞姫・松虫・
美瀬・師戸・山田・吉高・吉田・若萩

1/6俄1/8我1/4臥12/30俄１２/18我12/27画

安食ト杭・和泉屋・押付・笠神・川向・行徳・
荒野・酒直ト杭・桜野・佐野屋・下井・下曽根・
将監・甚兵衛・滝・滝野・立埜原・角田・中・
中田切・中根・長門屋・萩埜・松木・みどり台・
本埜小林・物木・竜腹寺

クリーンセンターへの直接搬入

クリーンセンターへの直接搬入は、年末が１２/30俄の午後4時まで、年始が1/6俄の午前９時から。
※直接搬入するためには、あらかじめ搬入許可書が必要です。搬入許可書は、閉庁日の交付を行っていま
　せんので、12/27画までに市役所、各支所・出張所で手続きしてください。
※直接搬入は、大掃除などに伴い多量に排出した時に限ります。

※「燃やすごみ」の収集日が峨・画の地区は、1月4日臥に「燃やすごみ」の臨時収集（年始初回収集日）を行います。
※大掃除でごみが大量に排出された場合、収集が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。

　　
年
末
年
始
は
、
配
布
業
者
の
営
業
状
況
に
よ
り
、
一
部
の
世
帯
で

年
内
に
お
届
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■問 
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
（
緯
内
線
4
1
8
・
4
1
9
）。

相
談

環
境

都
市

怯
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
平
成
　
年
1
月
1
日
号
の
配
布
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ナ
ー
で
は
、
わ
ら
を
使
っ
て
縄

作
り
に
挑
戦
。
中
に
は
、
長
く

編
ん
だ
わ
ら
ひ
も
で
な
わ
と
び

を
す
る
子
も
い
ま
し
た
。
子
ど

も
な
ら
で
は
の
発
想
に
び
っ
く

り
で
す
。
レ
ポ
ー
タ
ー
の
わ
た

し
も
わ
ら
編
み
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
大
き
な
鍋
に
P
T

A
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

た
豚
汁
を
、
体
育
館
で
車
座
に

な
り
、
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
午
後
は
、
各
学
年
に
よ
る
学

習
発
表
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

　
午
前
中
の
ふ
れ
あ

い
タ
イ
ム
は
①
昔
の

遊
び
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
（
輪
投
げ
）、

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
③
折
り

紙
、
④
わ
ら
細
工
、
⑤
将
棋
、

ゲ
ー
ム
を
体
育
館
、
教
室
に
分
か

れ
て
地
域
の
高
齢
者
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
昔
の
遊

び
だ
け
で
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
近
年
高
齢
者
に
親
し
ま
れ

て
い
る
も
の
も
一
緒
に
体
験
し
て

い
ま
し
た
。
わ
ら
細
工
の
コ
ー

 世
代
の
絆
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　「
も
と
い
ち
祭
」

広報レポーター： 瀧田   昭 造  （滝野）
たきた しょうぞう

雲
の
間
に
十
三
夜
の
月
高
く
照
り
と
ほ
く
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
き
こ
ゆ

小
　
林
　
　
　
本
間
百
々
代

台
風
の
予
兆
の
雨
に
庭
先
の
け
い
と
う
の
赤
色
を
増
し
た
り

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

日
の
落
つ
る
時
の
間
空
の
ひ
と
と
こ
ろ
水
色
淡
き
雲
ひ
と
つ
浮
く
　
　

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

台
風
の
過
ぎ
し
わ
が
庭
た
け
高
き
 紫
苑
 は
な
べ
て
茎
折
れ
て
咲
く

し
お
ん

発
　
作
　
　
　
腰
川
　
昭
子

鐘
の
音
に
誘
は
れ
来
れ
ば
桜
門
の
め
ぐ
り
狭
め
て
彼
岸
花
咲
く

　
若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

あ
れ
も
せ
ぬ
こ
れ
も
せ
ぬ
ま
の
秋
の
暮

滝
　
野
　
　
　
田
波
　
英
俊

 敗
荷
 へ
風
の
ひ
び
き
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と

や
れ
は
す

大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

踏
み
し
め
る
落
葉
の
底
に
い
の
ち
の
音

小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

調
理
場
の
仕
事
和
や
か
冬
曙

荒
　
野
　
　
　
岩
井
　
珠
世

枯
 蟷
螂
 狭
庭
の
主
に
な
る
そ
ぶ
り

と
う
ろ
う

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

　
開
校
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
る

歴
史
あ
る
小
学
校
で
、
高
齢
者
の

方
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た
「
も
と
い
ち

祭
」
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
き
、

取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ

た
「
本
埜
第
一
小
学
校
」（
中
根

1
2
8
1
―
2
）。「
も
と
い
ち

祭
」
は
同
校
で
二
十
数
年
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
ず
、
一
、
二
、
三
年
生
の
担

ぐ
お
 神
輿
 で
会
場
を
盛
り
上
げ
、

み
こ
し

宮
腰
校
長
先
生
の
お
言
葉
、
児
童

た
ち
の
 筝
 の
演
奏
で
幕
開
け
で

こ
と

す
。

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
大
森
2

3
5
6
―
3
）
は
、
印
西
市
役
所

に
隣
接
す
る
、
市
内
初
の
保
健
セ

ン
タ
ー
。
昭
和
　
年
4
月
の
開
所

54

以
来
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
デ
ザ
イ
ン
に

国
指
定
有
形
文
化
財
「
宝
珠
院
観

音
堂
」（
光
堂
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
た
外
観
が
特
徴
。
当
時
、

国
の
施
策
の
一
つ
「
国
民
の
健
康

づ
く
り
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、

国
と
県
の
補
助
を
受
け
、
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は

「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
聞
く
と
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま

す
か
。
一
般
的
に
は
「
予
防
接

種
や
健
（
検
）
診
を
受
け
る
と

こ
ろ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
と
思
い
ま
す
。

　
事
実
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
乳

幼
児
や
大
人
の
健
（
検
）
診
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
に
も
健
康
相
談
や
母

子
手
帳
の
受
け
付
け
、
赤
ち
ゃ

ん
の
い
る
ご
家
庭
に
訪
問
し
、

産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
の
体

調
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
育

児
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
行
わ
れ
た
「
1
歳
6

カ
月
児
健
診
」
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
当
日
は
　
組
の
親
子
が

27

来
て
お
り
、
ロ
ビ
ー
は
大
盛
況
。

順
番
待
ち
を
し
て
い
た
お
母
さ

ん
た
ち
に
、
利
用
に
つ
い
て
感

想
を
聞
い
て
み
る
と
「
子
ど
も

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で
す
」

「
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
」
と
い

う
声
が
。

　
職
員
の
平
川
保
健
師
に
よ
る

と
「
こ
う
し
た
健
（
検
）
診
は
、

医
師
・
歯
科
医
師
だ
け
で
な
く
、

保
健
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
ッ
フ
の
目
で
子
ど
も
の
発
育

や
発
達
を
確
認
で
き
る
機
会
な

ん
で
す
」
と
の
こ
と
。
な
る
ほ

ど
、
歯
科
や
栄
養
な
ど
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
う
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
利
点
で
す
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
持

つ
大
き
な
役
割
と
し
て
「
健
康

づ
く
り
の
発
信
地
」
と
い
う
位

置
付
け
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
市
で
は
、
平
成
　
年
度

16

～
　
年
を
目
標
に
、
印
西
市
保

25
健
計
画
『
健
康
い
ん
ざ
い
　
』
21

を
策
定
（
平
成
　
年
度
に
改

25

学
ん
で
き
た
こ
と
を
各
学
級
で
発

表
し
ま
す
。
昔
の
学
芸
会
の
よ
う

に
他
学
年
の
児
童
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
見
学
が
で
き

ま
す
。
と
あ
る
学
年
で
は
、
校
外

学
習
で
訪
れ
た
、
佐
原
の
町
並
み

や
郷
土
の
偉
人
・
伊
能
忠
敬
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
面
白
く
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
学
級
で
の
出
来
事
で
す
。

見
学
に
来
て
い
た
弟
と
思
わ
れ
る

四
歳
く
ら
い
の
子
が
お
兄
ち
ゃ
ん

と
遊
び
な
が
ら
発
表
を
見
て
い
ま

し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
も
発
表
を
聞

き
な
が
ら
弟
の
面
倒
も
見
る
、
な

ご
や
か
な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。

　
昔
の
遊
び
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
学
習
発
表
で

親
と
兄
弟
と
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
絆
を
深
め
る
お
祭
り

「
も
と
い
ち
祭
」。
そ
こ
に
息
づ
く

温
も
り
に
触
れ
た
一
日
で
し
た
。

訂
）。
健
康
で
明
る
く
元
気
に
生

活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
保

健
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
『
健
康
い
ん
ざ
い
　
』
に
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基
づ
き
、
同
セ
ン
タ
ー
で
も
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ー
ロ
ー
ム
対
策

や
栄
養
・
食
生
活
の
指
針
、
喫
煙
・

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
相
談
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』で
お
な
じ
み

「
元
気
な
食
卓
」の
メ
ニ
ュ
ー
作
成

を
行
う
地
区
健
康
指
導
員
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
の
も
同
セ
ン
タ
ー

の
役
割
。「
食
」か
ら
健
康
を
考
え

る
こ
と
も
重
要
な
業
務
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
セ
ン
タ
ー
に

限
ら
ず
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
は
多

様
化
す
る
わ
た
し
た
ち
の
生
活
・

健
康
づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
る
、

大
切
な
施
設
な
の
で
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5

5
9
5
）。

▲「光堂」のデザインを取り入
れた中央保健センターの外観

▲1歳6カ月健診では内科健診（右）のほか、
身体計測（左）、歯科健診、個別相談も実施

▲3年生の職業体験施設見学レポート（左）と1年生のミニゲー
ムコーナー、各学級いずれも趣向を凝らした発表がたくさん

※詳しくは市ホームページをご覧ください

掲載情報は11月29 日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンタ用インクカートリッチ② シングルベッド③犬の洋服④船穂中学校
女子制服・ジャージ⑤スキー服（女性用）⑥パンツプレス⑦インクジェットプ
リンタ用インク７色（１千円）⑧アルトサックスホン（５万円・要相談）⑨し
おん幼稚園帽子⑩千葉商科大学付属高校制服。

①ボーイスカウトカブ隊の制服②わだ幼稚園男児、園服および体操服③ロック
ミシン④大森小学校の体操服⑤印西中学校の女子用制服と運動着⑥しおん幼稚
園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑦天神幼
稚園男児、女児制服、ブラウス等⑧犬用乳母車⑨補聴器。

中央保健センター

開幕を飾るお神輿が元気に入開幕を飾るお神輿が元気に入場場

わら細工に挑戦する児童たち。今日わら細工に挑戦する児童たち。今日はは
地元の高齢者のみなさんが先生で地元の高齢者のみなさんが先生ですす

葛
み
ん
な
で
食

べ
た
昼
食
。
温

か
い
豚
汁
と
ま

ぜ
ご
飯
に
舌
鼓
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